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EROLI（龍谷大学大宮図書館改修記念行事）をふりかえって
寺本　憲夫（学術情報センター事務部長）

本学三百年史をひもとくと、龍谷大学図書館の草創

は寛永16年（1639）の「本願寺学寮」開学にその源を発

し、図書館的機能を備えた形となったのは、文政3年

（1820）経蔵（書庫：転輪蔵）の完成。その後、増築改修な

どを経て、明治41年に旧大阪南警察署の建物を移設し

て、図書館を建設。（通称グリーンハウス・現瀬田学舎樹

心館）昭和11年に当時の最新式の設備と蔵書数約25万

冊を備えた近代的な現大宮図書館が完成したとある。

この度、70年の風雪に耐えた建物が、その機能と外観、

内部に至るまで全面改修された。はやり言葉のビフォ

ー・アフターのごとく、外観はもとより内部、機能まで

一新し、仏教を核とし文学、歴史、哲学等人文系資料約

65万冊の蔵書を備え、開放的利用環境の整備を行い、利

用者本位の図書館に生まれ変わった。

その中でも、龍谷蔵資料、冩字臺文庫、大谷探検隊将来

品等を保管する、本学の貴重書収蔵庫の大幅な拡張充実に

より学術的文化貢献の環境整備も特筆すべき事である。

このことを記念して学術情報センター（図書館）は、

深草、瀬田、大宮の各学舎図書館員が一致協力して「龍

谷大学大宮図書館イノベーションイベント（EROLI）」

として取り組んだ。その概要は後述のとおりである。

テーマを「アジア文化の伝承と発信」としたのも、この

図書館の収蔵資料の特徴、則ちインドから中国、朝鮮等を

経て日本に仏教を中心にその周辺文化が伝承されてきた

流れを検証しつつ、日本で新たな広がりを生んだ文化創

造の歴史資料が、現代の科学者、研究者の手により全世界

に発信していく基盤としての図書館でありたいとの思い

であった。何処まで伝えられたかは記す事ができないが、

その意義は非常に大きなものであったと感じている。

図書館は、明治中期に英語のLibraryを訳された訳語

（和製漢語）。地図（図版）の「図」、書籍の「書」を取って

「図書」とし、図書を保管する建物という意味であった。

今やこの言葉の持つイメージが大きく膨らみ、基礎的

な資料を蓄積する重要な施設である事には変わりはな

いが、紙媒体を主としてきた情報の取り扱いのみなら

ずビデオ、CD等の視聴覚資料はもとより、印刷物でな

い電子媒体の情報資料をも保管し、Web検索、データベ

ース等の電子媒体を日常的に利用者に提供する機関と

して大きな意味を持つようになっている。又デジタル

アーカイブ資料を利用した研究活動への情報発信を進

めていく事など大宮図書館の機能は変化しているが、

利用者の研究スタイルに配慮し、従来の伝統的研究・勉

学手法を十分に残しつつ、新たな媒体を活用したスタ

イルを取り込み、利用者本位の有効利用を第一義に見

据えた機能・基盤を備えた図書館に育て上げていく出発

点としたいものと願っている。

コータン語『ザンバスタ』の書 コータン出土　写本　貝葉形　縦11.9×横28.5cm

西域南道の一大オアシス都市コータン（ホータン 于 ）では、トルコ系民族によるイスラム社会
へと変貌する以前、イラン系の言語が使用されていた。その言語をコータン語という。サカ語と呼ば
れる言語の方言とみられるがために、中央アジア・サカ語、コータン・サカ語とも呼ばれる。コータ
ン語はコータン周辺にとどまらず、敦煌からも多数のコータン語文献が見つかっていることからみ
ても、その分布はかなり広い。この断片に書かれている文字は中央アジア・ブラーフミー文字で、左
から右へ横書きするインド系文字ブラーフミーの流れにある。
コータン語の仏教文献は、『金剛般若経』・『金光明経』・『維摩経』・『理趣経』をはじめとしてその種

類は多いが、コータン語仏教文献を大きく特色づけるものとして『ザンバスタの書』があげられる。こ
の書は様々な仏教文献を集めた仏教の綱要書的性格をもつもので、24章から成る大部のものである。
いまのところコータン語のものしか知られていない。原名はわかっておらず、ザンバスタという人物が
この書を書かせたという奥書がみられるところから、一般に『ザンバスタの書』と呼ばれている。
龍谷大学が所蔵するこの一断片は『ザンバスタの書』第18章の一節に相当し、諸行無常の理を知るこ

との大切さが説かれている。大谷探検隊の一員であった橘瑞超師がコータン地域で入手したと推定さ
れるが、確かな記録はない。本断片は橘家より龍谷大学に寄贈された資料（橘資料）の一部である。
現在、大宮図書館２階南入口のデザインとして親しまれている。



記念講演の第1部では、本学と姉妹友好関係を締結して

いる大連図書館から張 本義館長に来学いただき「大連図

書館とその蔵書」というテーマで講演いただきました。

大連図書館は、旧満鉄図書館の蔵書約40万冊を受け継ぎ

設立された中国でも屈指の公共図書館であり、その蔵書の

中でも明・清小説は最もすぐれたものです。これらは、西本

願寺第22世宗主大谷光瑞氏が寄贈した書籍が基礎となっ

ています。講演では、貴重資料の解説を中心に、大連図書

館の概要とその蔵書について説明いただきました。

第2部では、本学理工学部の岡田至弘教授に「龍谷大学デ

ジタルアーカイブの発展－コンテンツ管理からコンテン

ツアクセスへ－」というテーマで講演いただきました。

龍谷大学が所蔵する資料をデジタル化し、東西文化交流の姿をインターネッ

ト上で情報発信した「国際敦煌プロジェクト」のデータベース構築に至る過程

を説明いただきました。

併せて、大宮図書館玄関に設置されたベゼクリク石窟寺院の仏教壁画復元に

至る経緯を、学術情報センターの貴重書や西域文化資料を手がかりに復元して

いった様子についても説明され、世界中に散逸した関連情報のアクセス・収集

から、新たなメディア創造への可能性について講演いただきました。

写真 ①来聴者で満員となった清和館3階ホール

②第1部で講演される大連図書館館長の張本義氏（右）と通訳の木田知生教授（左）

③第2部で講演される岡田至弘教授

記念講演会
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リニューアルした大宮図書館の竣工を記念して5

月17日～5月31日の期間、改修記念事業を行いまし

た。2年7ケ月に及ぶ改修工事を経ての竣工、ご迷惑

をおかけした学生や教職員のみなさんを始め、一般

の方々にも新たな装いと最新の機能を備えた図書館

の姿を披露する事を目的として行った記念事業でし

た。「アジア文化の伝承と発信」という統一テーマの

もと、記念講演会、特別展観、図書館ツアーを実施し、

期間中、大勢の方々にご参加いただきました。

学術情報センター事務部

田中　雅子
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「竹取物語」

「滴翠園十勝
てきすいえんじっしょう

」

03LIBRARY NEWS

本館1階の展観室と大宮図書館にて、大宮図書館が所蔵

する数多くの貴重な資料の中から、国宝「類聚古集
るいじゅこしゅう

」や重

要文化財「李
り

柏
はく

尺
せき

牘
とく

稿
こう

」などを厳選出展し、加えて本学図

書館の歴史資料も公開しました。

また、大連図書館より所蔵する貴重資料の中から明・清

小説など5点を特別出陳していただきました。

今回の展観には、理工学部の岡田至弘教授のご協力に

より「源氏物語絵巻」や「滴翠園十勝
てきすいえんじっしょう

」の巻物、「類聚
るいじゅ

古
こ

集
しゅう

」や「竹取物語」などをデジタル化して4台のディスプ

レイでも展示しました。巻物は、広げるようにして、ま

た、本はページをめくるようにして閲覧でき、来場者は

興味深く、タッチパネルを操作しながら見学されていま

した。

日頃、目にすることができない貴重資料を一挙に公開

したこともあり、期間中の来場者は1700名を超える盛況

ぶりでした。

期間中、毎日1回希望者を募って、大宮図書館内をご案

内しました。

図書館職員から改修のポイントや大宮図書館の特色についての説明を聞きなが

ら、見学するツアーには、約120名の参加者がありました。

写真　④ディスプレイで閲覧中の「類聚古集
るいじゅこしゅう

」

⑤大連図書館出陳の『弋
よく

陽
よう

県
けん

志
し

』、資料には「大谷光瑞蔵書」の押印がある

⑥大連図書館から特別出陳していただいた資料

⑦本館展観室にて熱心に見学する来館者

図書館ツアー

特別展観

「類聚古集
るいじゅこしゅう

」
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大 宮 図 書 館 と 私  大 宮 図 書 館 と 私  
平田 厚志（文学部教授〈図書委員〉） 

　私は、三十数年前に龍谷大学文学部史学科を卒業しま

したので、大宮図書館は卒論以来、私を育ててくれた母

なる建造物なのですが、とくに当館所蔵の莫大な蔵書の

うちの一冊との出会いが、私の学問関心への扉を開かせ

ていただくきっかけになったことを、一言書いて置きた

くて、本誌に筆を取らせていただきました。 

　私は、江戸時代の真宗思想史の展開過程に学問的関心

を抱いて、現在に至っています。もっとも、生来、怠惰

な性格の持ち主ですので、今もって何の成果も出し得な

いのですが、このテーマに強い関心を抱くようになった

のは、院生時代に本館所蔵の一冊の和本に出会ったこと

がきっかけです。その一冊の和本とは、日渓法霖述の『日

渓三書』です。本書は世界に誇る本館所蔵の貴重書の中

の一冊という代物ではなく、真宗学専攻の学生諸君ならば、

おそらく誰もが書名ぐらいは御存知の、著名な真宗学入

門書の類で、戦後の昭和三十年代前半頃までは、学部学

生の入門テキストとして使用されていたと、先輩教授か

ら聞いたことがあるくらいの普及本です。この真宗学入

門書に、物好きにも何故、史学出身の私が惹きつけられ

たのかということです。 

　『日渓三書』は、本来は各一書からなる「学則」「独語」

「鳥語」を合綴して、安永九（1780 ）年、京都銭屋･

丁字屋から刊行されたものですが、この三書から日渓法

霖（西本願寺学林第四代能化）の教学思想の概要と学問

の性格を窺い知ることが出来るばかりではなく、後世後

学の私たちが学問に向かう際に、明確な目的意識と広い

視野を持ち、不屈な覚悟と気概を以って臨むべきもので

あることを、胆に銘じて気付かされます。 

　まず、「学則」は、法霖が己の豊かな学識を踏まえて、

門下の学侶を対象にして示した真宗学方法論の手引書で

すが、当時の思想界を席巻していた荻生徂徠の『徂徠学則』

を十分に意識した本格的な学問方法論を、格調の高い文

体で論じたものです。私は院生の頃、徂徠学に関心を持

っていましたので、「日渓学則」に触れたとき、法霖と

いう真宗学者の学識の深さとその気迫に圧倒されて、お

もわず身震いしたものです。 

　次に「独語」「鳥語」についてですが、江戸時代の真

宗学関連書籍解題書『浄土真宗教典志』によりますと、

両書とも「聖浄並論」「内外交言」の書と総括し、「頗

似竹窓随筆之様」と書評しておりますことから、中国明

末万暦三高僧の一人である雲棲株宏の『竹窓随筆』との

類似性を指摘するなど、両書の特徴を正確に言い当てて

います。すなわち、両書の内容は頗る豊富で、取り上げ

られている課題も、真宗教学論、浄土教論、聖道諸宗批判、

宗界批判など当代仏教界が抱え込んでいた諸問題をはじめ、

「外学」としての易学、先王･孔子学、老荘思想に親近感

を示しつつも、孟子･朱子･仁斎学には痛論を浴びせるなど、

実に多方面にわたっており、法霖の真宗学者としての風

格と卓識には、驚嘆するものがあります。『教典志』で、

この両書は株宏の『竹窓随筆』を彷彿せしめるものがあ

ると指摘していますが、法霖述のその両書が『随筆』の

単なる模倣でないことは、『竹窓随筆』を解題した中国思

想史家の荒木見悟氏が「『竹窓随筆』がこれだけ周到に時

代の急所にふれる問題意識をもっていたればこそ、それ

は当時の知識人に愛読され、すばらしい感化を及ぼし得た」

（『竹窓随筆』解説）と論評された内容が、「独語」「鳥語」

を熟読しますと、ある意味では法霖の場合にも当てはま

るのではないかと、その頃、密かに思ったことでしたが、

近頃は、その思いが確信に変わりつつあります。 

　私は、この『日渓三書』に出会い、法霖の学問観に魅

せられて学問研究の道に足を踏み入れる機縁に恵まれる

ことができたのですが、今日、若い真宗学徒には『日渓

三書』も含めて、大宮図書館に所蔵されている江戸時代

の真宗学書にはほとんど興味が沸かないようですが、江

戸先学の学問業績にも是非まなこを見開いてほしいもの

です。 
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大 宮 図 書 館 と 私  
─ 学 生 証 ・ 教 職 員 証 で 利 用 で き る 他 大 学 一 覧 ─  

学術情報センター 事務部　石丸 湖美 

龍谷大学学術情報センターの所蔵冊数は約170万冊。大学図書館として屈指の所蔵数を誇りますが、みなさん

の必要な資料が必ず揃っているわけではありません。 

龍谷大学は、コンソーシアム京都と私立大学図書館協会京都地区協議会の共通閲覧システム参加校であり、学生

証または教職員証のみで、閲覧できる大学が多数あります。 

確実に資料閲覧を希望する場合は、本学図書館を通じて所蔵調査を行えば、資料を取り置きしてもらえます。

また、上記以外の大学は、所蔵調査を行うことで利用できます。詳しくは本学図書館でお尋ねください。 

参照：財団法人大学コンソ－シアム京都共通閲覧システム参加大学・短期大学図書館一覧 
　　　http://www.consortium.or.jp/consortium/library_etsuran/ichiran.html 
　　　私立大学図書館協会西部地区京都地区協議会共通閲覧証協定加盟館相互協力利用マニュアル 
　　　http://www.jaspul.org/w-kyogikai/kyoto/sogo/eturan/manual.html 
 

大阪成蹊大学図書館芸術学部分館 

大谷大学図書館 

金沢学院大学図書館 

金沢星稜大学図書館 

畿央大学図書館 

京都大学附属図書館 

京都市立芸術大学附属図書館 

京都学園大学図書館 

京都教育大学附属図書館 

京都工芸繊維大学附属図書館 

京都嵯峨芸術大学附属図書館 

京都産業大学図書館 

京都精華大学情報館 

京都西山短期大学図書館 

京都創成大学メディアセンター 

京都造形芸術大学芸術文化情報センター 

京都橘大学図書館 

仁愛大学附属図書館 

聖泉大学図書館 

高岡法科大学図書館 

帝塚山大学図書館分館（学園前キャンパス図書館） 

帝塚山大学図書館本館（東生駒キャンパス図書館） 

天理大学附属天理図書館 

富山国際大学図書館 

奈良大学図書館 

奈良産業大学図書館 

福井工業大学図書館 

佛教大学図書館 

北陸大学ライブラリーセンター 

北陸大学ライブラリーセンター薬学部分館 

明治鍼灸大学図書館 

立命館大学総合情報センター（衣笠図書館） 

立命館大学総合情報センター（メディアセンター） 

立命館大学総合情報センター（メディアライブラリー） 

 

京都光華女子大学図書館 

京都薬科大学図書館 

同志社大学総合情報センター 

同志社大学総合情報センター　ラｰネッド記念図書館 

花園大学情報センター（図書館） 

平安女学院大学情報メディアセンター 

 

金沢工業大学ライブラリーセンター 

京都女子大学図書館 

京都ノートルダム女子大学学術情報センター図書館 

近畿大学農学部図書館 

金城大学図書館 

種智院大学図書館・学術情報センター 

成安造形大学附属図書館 

同志社女子大学図書・情報センター（京田辺図書館） 

同志社女子大学図書・情報センター（今出川図書館） 

びわこ成蹊スポーツ大学図書館 

 

学 生 教職員 
院生 

学 生 教職員 
院生 

学 生 教職員 
院生 

学生証または 
教職員証のみで 
利用可能 

学生証または 
教職員証のみで 
利用可能 

所蔵調査 
▼ 

図書館へ 

所蔵調査 or 共通閲覧証が必要 
▼ 

図書館へ 

※このシステムを利用できるのは、原則専任教職員・院生・学部生です。 
※各大学の図書館を利用する際は、先に利用案内を確認するようにして
ください。 
※本学に所蔵がある場合は、本学の資料を利用してください。 
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自分の書きたいテーマを決めるにも図書館

を活用する。

卒業論文を書くにあたって、まずは自分の興味・関心の

ある内容を定めることです。早くからテーマの定まって

いる人もいますが、大半の人が漠然とした興味・関心しか

持っていないということのほうが多いかと思います。こ

のようにテーマを決めていくにあたっても図書館の活用

は欠かせません。まずは図書館へ足を運び、自分の興味・

関心のあるテーマに関わる資料を検索することからはじ

めましょう。

基本文献・資料を蒐集
しゅうしゅう

するにも図書館を活用

する。

テーマが決まったら、まず基本となる文献・資料の蒐集

を行うことです。文献・資料がなくては、事実の裏づけ（論

証）が希薄になり、自分の主張に対しての説得性が薄れて

しまいます。また多くの文献・資料に触れることは、自分の

主張をより豊かなものにします。基本文献の蒐集を手掛か

りに、より幅広い文献・資料の蒐集に努めたいものです。

図書館には非常に膨大な資料が所蔵されています。その

検索にはR-WAVE（OPAC）の活用は不可欠です。このR-

WAVEを活

用すること

で、図書館

に所蔵され

ている資料

の殆どが検

索 可 能 で

す。著者・書

名・キーワードを入力・検索してみると、図書館に所蔵され

る関連した資料が検索できます。

なお、R-WAVEには、全国の大学・研究機関所蔵の資料

図書館での資料検索は、R-WAVE（OPAC）を活用しよう!!

2

1 を検索する機能（NACIS-Webcat）もついており、他大学

の所蔵図書を検索することも可能です。

まずは、他人に頼るのではなく、自分の力で資料を検

索することからスタートしてみましょう!!

データベースを活用して、文献検索の幅を広

げよう!!

近年の情報技術の進歩により、インターネットを介し

たデータベース検索が可能となり、簡単に検索すること

ができるようになりました。ここでは、代表的なデータ

ベースをご紹介したいと思います。是非、データベース

を活用して文献検索の幅を広げましょう。

（これらのデータベースは、2006年から学外からの利用

も可能となりました。ただし、利用の際には、全学認証用

（WRAP）のID・パスワードが必要となります。）

国立情報学研究所（NII）が提供する総合情報検索データ

ベース。CiNii（NII論文情報ナビゲータ）、WebcatPlus（図

書・雑誌目

録情報）、

KAKEN（科

学研究費成

果公開サー

ビス）、NII-

DBR（学術

研究データ

ベース・リポジトリ）で構成されています。

BOOKPLUS

昭和元年から現在までに国内で出版された書籍の情報

1986年以降の書籍には内容目次などの情報も掲載。

②日外Webサービス（BOOKPLUS ／MAGAZINEPLUS）

①GeNii（ジィーニィー）

3

卒業論文を書くための 図書館活用術 
卒業論文を書くに当たって、「どのように書いたらよいのか」「どのように資料

を探したらよいのか」という声をよく聞きます。大学生活の集大成ともいうべき

「卒業論文」。せっかくの機会なのですから、納得のいく論文執筆を心がけたいも

のです。そこで欠かせないのが図書館を上手く活用することです。ここでは、卒

業論文を書くための図書館の活用術をみなさんにご紹介したいと思います。

文学研究科博士後期課程3回生恩田　清範
（深草図書館学生アルバイト）
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MAGAZINEPLUS

学術誌・大学紀要・専門誌を中心とした国立国会図書館

提供の雑誌記

事 索 引 情 報

（1975年～現

在）に、雑誌記

事索引未収録

情報を加えた

国内最大の雑

誌論文見出しデータベース

このほかにも、「日経テレコン21」「聞蔵Ⅱ」（朝日新聞）

などの新聞記事検索を中心としたデータベース、「リー

ガルベース」や「LEX／DBインターネット」など判例検

索のデータベース、「＠有報革命」など企業概要を検索す

ることのできるデータベースなどもあります。また、研

究機関・学会が運営しているデータベースもありますの

で、データベースを活用して文献検索・蒐集を進めてい

かれることをお勧めします。「LIBRARY GUIDE」（図書館

利用ガイド）に検索方法・データベースについて詳しく

紹介されていますので、そちらも是非ご覧いただければ

と思います。

書誌・目録・索引等を活用して、文献・資料検

索をすすめる。

情報技術が発達したとはいえ、データベースにも多か

れ少なかれ遺漏があります。そこで、登場するのが、書

誌・目録・索引と呼ばれる類のものです。例えば、歴史関

係の資料（史料）を検索するにあたっては、先に紹介した

データベースだけでは検索困難な場合もあります。その

ような場合には『国書総目録』（岩波書店）というものを

活用して、その史料がどこに収められているかを検索し

ます。また、論文を検索する場合でも有効です。例えば、

仏教関係の雑誌論文を検索する際には『仏教学関係雑誌

論文分類目録』（龍谷大学仏教学研究室編）などを活用す

ると、より多くの資料にあたることができます。このよ

うに、いわゆる「アナログ」な検索手段も併せて活用する

ことで文献・資料検索の幅がもっと広がります。また、基

本文献やテーマに関わる研究書をてがかりに文献検索を

すすめるというのもひとつの方法です。

4

図書館の制度・サービスを十分に活用する。

本学の学術情報センター（深草・大宮・瀬田の3図書館）

では、貸出中図書への予約制度や3館からの取寄せ制度が

あり、自館にない資料を所蔵館に出向くことなく借り出

すことができます。

また、雑誌論文を複写依頼する制度もあり、自館にな

い場合は学内・学外から複写して取寄せることもできま

すし、また他大学から現物を貸借する制度などもありま

す。また、現物を直接確認したいという場合には他大学

に閲覧に赴くということも可能です。この場合には一定

の手続きが必要となりますので、詳しくは各図書館でお

尋ねになるとよいでしょう。

このように、図書館の制度・サービスを十分に活用する

ことで、文献・資料蒐集の可能性がより広がります。

以上、卒業論文を書くための図書館活用術について紹

介しました。ここに紹介した内容はまだほんの一部です。

ここで紹介した以外のことについては、学術情報センタ

ーが発行している「LIBRARY GUIDE」（図書館利用ガイ

ド）にも詳しく紹介されていますので、あわせてそちら

も参照していただければと思います。

この活用術は、卒業論文だけでなく、レポートを執筆

するうえでも重要なものです。卒業論文を執筆される4回

生以外の方も、是非この活用術を参考にしていただけれ

ばと思います。

図書館はまさしく「知識の宝庫」です。図書館を十二分

に活用しない手はありません。是非、図書館を活用して、

「卒業論文」執筆はもちろんのこと、普段の学修にも役立

てていただきたいと思います。

番外編
活用術「資料の丸写しは絶対にダメ!!」
レポートや卒業論文を執筆するにあたって、参考文献からの引用を

あたかも自分の主張（論述）のように書く人がいます。実は、「著作権法」

に抵触することだということをご存知ですか？

文献から引用するときは「自分の意見と参考文献の引用は区別し

て書く」「引用した参考文献は明示する」という2点は必ず守るように

しましょう。

最近、インターネットからの情報をそのまま「コピー＆ペースト」して、

論文・レポートを執筆する人がいますが、引用する場合は、参考文献から

の引用と同様、参照した先のURLを必ず付記するようにしましよう。

せっかくの卒業論文執筆ですから、参考文献・情報検索によって得

た情報を手掛かりにしながら、自分の言葉・表現で書くことを念頭に

おいて、オリジナリティのある論文執筆をしたいものですね。

5
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次号（4月発行予定）に掲載するエッセー（600字～650字）
を募集します。本や図書館をテーマにしたものであれば、
なんでも結構です。
※採用された方には記念品を差し上げます。

詳しくは各図書館カウンターまで。

龍谷大学図書館報

第34号
2006年10月発行
編集・発行 龍谷大学学術情報センター
〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町67

TEL. 075-645-7885（ダイヤルイン）
http://opac.lib.ryukoku.ac.jp

私が大学に入学した頃、これが大学図書館なのかと

衝撃を受けた出来事がありました。それは、私が初め

て大宮図書館を訪れた時のことです。当時、大宮図書

館の改修工事は既に始まっていましたが、書庫や閲覧

室はまだ手が付けられていませんでした。石張りの階

段や薄暗い書庫など独特の雰囲気にも圧倒されました

が、それ以上に驚いたのはそこで見た先輩たちの姿で

した。その時は卒論前だったので、手に抱えきれない

くらい本を持った人が書庫から何人も出てくるので

す。一方、閲覧室に目を移すと既に満席で、何か書い

ている人、本を読んでいる人、はては疲れて眠ってい

る人までたくさんの人

で溢れていました。今

まで図書館といえば一

般の人が利用する公共図書館しか利用したことがなか

った私にとって、この光景はこれが大学の図書館なの

かと驚かされるものでした。しかし、これが私に大学

図書館の楽しさを気づかせてくれたきっかけでもあっ

たように思います。以来、私は度々このことを思い出

しながら図書館を利用していますが、その中で見つけ

た私なりの楽しみ方を紹介しましょう。

開架書庫へ入るとたくさんの本が並んでいます。何

気なく書架を眺めているだけでも幅広い学問に触れる

ことができるのですが、それだけではなく、今まで気

付きもしなかった本と出会うこともあるのです。また、

その中には龍谷大学がまだ佛教大学と呼ばれていた頃

の蔵書印が押してある本や、著者の署名がある本もあ

ります。私はこうした本に出会うと、どうしてこの本

が収蔵されたのだろう、どういう人がこの本を手に取

ったのだろうと考えてしまいます。こうした突然の本

との出会いが私の楽しみなのです。図書館の本はたく

さんの先輩たちに読まれてきたことでしょう。そして

今、私たちも同じように図書館の本を手に取っていま

す。きっと私たちの読んだ本も未来の龍大生に読み継

がれることでしょう。本を通じて私たちは大学の歴史

を伝えているのです。１冊の本との出会いから先輩た

ちの思いや大学の歴史まで様々なことが見えてくる、

それが私の楽しみ方な

のです。

龍谷大学には大宮、

深草、瀬田と３つのキャンパスがあり、それぞれに図

書館があります。私たちは今、たくさんの先輩が学ん

できた図書館で学んでいるのです。そして、私たちも

先輩たちと同じように悩み、解決をしていくのでしょ

う。私はこうしたことがとても不思議に感じます。そ

れは一見、平凡なことのようですが、昔も今も変わら

ない学びの姿があることが大学図書館の大きな魅力な

のだと私は思っています。ぜひ、みなさんも図書館の

本を手に取ってそこに込められた思いを感じてみて下

さい。

（龍谷大学文学部史学科仏教史学専攻 3回生 山本　潤）

大学図書館の魅力
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